
実施方針 目　標

地域の現状と課題を把握す
る。

①民生委員児童委員協議会に出席（月1回）
②応援隊連絡会に出席（月1回：東町・道悦島・岸町）
③生活支援をつなぐ会に出席する。
④小地域ケア会議を実施する（年1回）

高齢者が自ら健康の維持増進
が図れるように働きかけを行
う。

①しまトレ（14か所）、居場所、ふれあいに参加し介護予防啓発を
実施する。
②しまトレを実施していない高島地区に年1回健康測定会を実施す
る。

高齢者が自分らしい暮らし.
を人生の最期まで送れるよ
うに支援する。

自分らしく生きることについ
て考える機会を持つ。

六合の各地区（道悦、高島、東町、岸町、阿知ケ谷、東光寺）に人
生会議のテーマを講話時に取り込み、住民の理解を深める。

認知症施策の推進
認知症の方が地域の中で安
心して暮らせる体制を整備
する。

多世代に認知症を正しく理解
してもらう。

①認知症サポーター養成講座の開催（六合小・六合東小・六合中・
企業）
②チームオレンジ連絡会（年2回）
③東町オレンジカフェの実施（年12回）
④岸町地区にオレンジカフェを新規で立ち上げる（年1回）

関係機関と早期に連携を図
り、課題解決に向けた支援を
行う。

①個別地域ケア会議の開催（随時）参加者：行政、社協、民生委
員、介護支援専門員
②高齢者、障害、児童等に係る多面的な事例において重層的な支援
が行えるよう多機関協働事業と連携する。
③民生委員と協働し勉強会を実施する（年2回）
④消費者被害等について勉強会を実施し、警察との連携を深める
（年1回）

介護保険事業所と横のつなが
りを深め、知識の向上、連携
体制を強化する。

ケアカフェの開催（年2回）参加者：六合地区の介護保険事業所の職
員

センターの認知度を高めるための周知
活動

多世代に包括の役割を認識
し、気軽に相談できる体制
を整備する。

多世代が集まる場所に出向
き、周知活動を行う。

①六合コミュニティ委員会主催の文化祭に参加し包括のPR活動を行
う（年1回）
②小中学校、企業に対して包括のPR活動を行う。

介護支援専門員に対する連絡体制づく
りと実践力向上支援

ケアマネと連携強化を図
り、適切なケアマネジメン
トが実践できるように支援
する。

ケアマネから気軽に相談でき
る窓口として情報発信、共有
を行い、協働で支援する体制
を構築する。

①ケアマネ連絡会を開催する（年3回）
②支援困難なケース等にはケアマネと情報共有を図り、密に連携し
支援する。
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具体的な取り組み
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高齢者が住み慣れた地域で
安心した生活が送れるよう
に住民同士で助け合う体制
を整えていく。

高齢者を地域で支える体制づくり

多職種、多機関とのネットワーク構築
多職種、多機関と顔の見え
る関係作りに努め、ワン
チームとして支援する。
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